前編（立志編）
◯　山里の民家遠景
NA「昔々あるところに」

◯　民家入り口
　　お爺さん下手からフレームイン。
お爺さん「お爺さんと」
　　お婆さん上手からフレームイン。
お婆さん「お婆さんが」
お爺さん・お婆さん「住んでいました」
　二人ウインクして親指立てる。

◯　山中
　　お爺さん、柴木の伐採や枝集めをしている。
お爺さん「わしゃ柴刈りをしとる」

◯　川原
　　お婆さん、腰を下ろし、たらいで洗濯をしている。
お婆さん「あたしゃ洗濯だよ、今日もせっせと、おじいさんのふんどし〜」
　　ふんどしを持ち上げるお婆さん、ふんどしを下げ川へ目をやって目が飛び出る。
お婆さん「あれま」

◯　川の上流
　　大きな桃が流れてくる。

◯　民家外観

◯　民家内囲炉裏端
　　まな板の上に乗った大きな桃。
　　お爺さんとお婆さんが肩を寄せ合って桃を見ている。
お爺さん「大きいな」
お婆さん「大きいです」
お爺さん「早速いただこう」
お婆さん「いきますよ」
　　お爺さんとお婆さんが手を取り合い包丁を入れる。
　　桃が割れて乳児の桃太郎が生まれる。
　　驚くお爺さん、お婆さん。
桃太郎「おぎゃあおぎゃあ」
お爺さん「これはこれは」
お婆さん「まあ、何て可愛らしい」
お爺さん「桃から生まれたから桃太郎と名付けよう」
　　お婆さんが桃太郎を抱き上げる。
　　お爺さんが傍らで見つめる
　　お婆さんの腕の中で元気よく泣く桃太郎。

◯　民家　庭
　　桃太郎が育ち逞しくなっていく。
　　剣術の練習など。
NA「桃太郎はすくすくと育っていきました」

◯　山里の村
　　家々の間を逃げ惑う村人たち。
　　追いかける鬼たち。
NA「その頃、村には鬼がやってきて村人たちを大変な目に遭わせていました」

◯　民家内囲炉裏端
　　桃太郎、相対してお爺さんお婆さんが座っている。
桃太郎「鬼たちを退治してきます」
　　お爺さんが日本一ののぼりを渡す。
お爺さん「これを」
　　お婆さんが袋を渡す。
お婆さん「吉備団子だよ」
桃太郎「ありがとうございます」

◯　民家外
　　お爺さんお婆さん、入り口で桃太郎に手を振る。
　　
お爺さん「気をつけてな〜」
お婆さん「達者でいなされ〜」
　　桃太郎、お爺さんお婆さんに手を振る。
桃太郎「行ってまいります〜」
　　桃太郎、踵を返しお爺さんお婆さんを背にフレームアウト。
[bookmark: _GoBack]後編（激闘編）
◯　畦道
　　桃太郎がやってくる。
　　犬が現れる。
犬「吉備団子、ひとつ私に」
桃太郎「鬼退治を手伝ってくれるか」
犬「お伴します」
桃太郎「ほれ」
　　桃太郎、犬に吉備団子をやる。
犬「犬、家来になります」
NA「犬が桃太郎の家来になりました」

◯　山道
　　木が生い茂る山道。
　　桃太郎と犬がやってくる。
　　木の上に猿が現れる。
猿「吉備団子、ひとつ私に」
桃太郎「鬼退治を手伝ってくれるか」
猿「お伴します」
桃太郎「ほれ」
　　桃太郎、猿に吉備団子をやる。
猿「猿、家来になります」
NA「猿が桃太郎の家来になりました」

◯　山麓の一本道
　　桃太郎、犬、猿がやってくる。
　　雉が空から舞い降りる。
雉「吉備団子、ひとつ私に」
桃太郎「鬼退治を手伝ってくれるか」
雉「お伴します」
桃太郎「ほれ」
　　桃太郎、雉に吉備団子をやる。
雉「雉、家来になります」
NA「雉が桃太郎の家来になりました」

◯　浜辺
　　遥か洋上に鬼ヶ島を望む砂浜。
　　桃太郎一行がやってくる。
桃太郎「皆の者、鬼退治、いざ、出撃」
犬・猿・雉「おー」

◯　洋上
　　舟に乗る桃太郎、犬、猿。
　　上空を雉が飛翔。
桃太郎「いざー、いざー」
犬・猿・雉「おー」

◯　鬼ヶ島内
　　仁王立ちの鬼たち。
　　桃太郎一行が手前からフレームイン。
桃太郎「不埒な悪行三昧、桃太郎が退治てくれようぞ」
鬼「こしゃくな、ものども、かかれい」
鬼たち「おー」
桃太郎「散開」
　　闘う桃太郎たちと鬼たち。
桃太郎「えい」
　　振り下ろされる太刀。
犬「ワウ」
　　鬼の腕に噛み付く犬。
猿「ウキィ」
　　鬼の顔をひっかく猿。
雉「ケーン」
　　鬼の頭をつつく雉。
鬼「痛い痛い」
鬼２「やめてくれ」
鬼３「ま、ま、参ったぁ」
鬼４「降参だ降参、うぅぅ」

◯　山里の村遠景

◯　民家　庭
　　金銀財宝が山と積まれた荷車。
　　桃太郎、犬、猿、雉、お爺さん、お婆さん、村人たち数名が荷車を囲んでいる。
桃太郎「鬼たちの金銀財宝です。みんなで分けましょう」
お爺さん「でかした」
お婆さん「がんばりました」
村人「うぉー」
村人２「わー」
村人３「桃太郎万歳」
村人４「日本一！」
　　皆、笑顔で金銀財宝を分ける。
NA「めでたしめでたし」

了
